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１　温室効果ガスの排出削減による低炭素社会の実現
２　再生可能エネルギーの普及・拡大
３　二酸化炭素の吸収源対策
４　フロン類の排出抑制による温暖化対策

地球温暖化の防止第１章
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第１節 温室効果ガスの排出削減による低炭素社会の実現

現状と課題

1 温室効果ガス排出の計画的削減

○人間の活動に起因する地球温暖化は、異常気象の頻発、生態系への悪影響、食料の減産、海水面の上昇、

感染症や熱中症の増加など、様々な変化をもたらし、1980年代から、人類の生存にも重大な影響を及

ぼすおそれがあることが指摘されています。

○将来の県民に良好な環境を引き継ぐため、温室効果ガスの発生をもたらす化石燃料に依存した社会か

ら、地球環境への負荷が少ない低炭素社会への転換を図っていく必要があります。

○東日本大震災後のエネルギー情勢の変化により、電力１kWh当たりの二酸化炭素排出量が増えている

ため、震災後は二酸化炭素排出量の削減が進んでいません。特に業務・家庭部門からの排出量が増えて

います。

○本県は自動車交通への依存度が非常に高く、運輸部門における二酸化炭素排出量の割合が全国値に比

べて約10ポイント高いことから、自動車交通対策についても積極的に推進する必要があります。

○環境に関する県民アンケート結果では、「地球温暖化に関心がある。」との回答は91.8％で、非常に関心

が高いことがうかがえます。

○「群馬県地球温暖化防止条例」に基づく「温室効果ガス排出削減計画提出・公表制度」等の着実な運用や

環境ＧＳ認定制度＊１などの環境マネジメントシステムの普及・定着を図ります。

○工場・事業所等への省エネルギー設備の導入を促進します。

○東日本大震災後に定着した省エネ・節電意識と行動の定着を図るとともに、省エネルギー性能の高い家

電や設備への更新、住宅用太陽光発電設備等の導入を促進します。

○都市機能の集約化と公共交通の利用を促進し、省エネルギー化を促進します。

○県で管理している道路照明及び全ての信号機については、計画的にLED化を図ります。

○次世代自動車など燃費の良い自動車への買い換えを促進するとともに、エコドライブの普及・定着を図

ります。

○自動車交通について渋滞の緩和と移動時間の短縮を図り、二酸化炭素等の排出を削減します。

○自動車から自転車への転換を促進するために、自転車が安全で快適に移動できる環境を整備します。

○エコアクション21（ＥＡ21）＊２やISO14001＊３認証取得を目指す中小企業の取組を支援します。

○普及啓発活動や環境学習の推進により、環境保全に関する人材の育成や関係団体の活動の活発化を促

進し、地球温暖化の防止に係る県民意識の醸成を図ります。

（資料：環境エネルギー課）
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方向性

◆群馬県地球温暖化防止条例の着実な運用【環境エネルギー課】

◆群馬県地球温暖化対策実行計画の推進【環境エネルギー課】

◆環境ＧＳ認定制度の運営及び認定事業者への支援【環境エネルギー課】

◆家庭の節電・省エネプロジェクト【環境エネルギー課】

◆公共施設の省エネルギー化の推進【管財課、環境エネルギー課、建築課、(警)会計課】

◆都市機能集約・「まちのまとまり」維持【都市計画課】

◆住宅の省エネルギー化の推進【住宅政策課】

◆環境対応型県営住宅の整備【住宅政策課】

◆道路照明のLED化・長寿命化計画の推進 【道路管理課】

◆LED式の信号灯器の導入【（警）交通規制課】

◆エコドライブ普及促進協議会の運営【環境エネルギー課】

◆燃料電池自動車普及促進協議会の運営【環境エネルギー課】

◆公用車への次世代自動車等の導入【管財課、環境エネルギー課】

◆公共交通機関利用促進【交通政策課】

◆地方バス路線対策【交通政策課】

◆市町村乗合バス振興対策【交通政策課】

◆中小私鉄振興対策【交通政策課】

◆「７つの交通軸」の整備・強化【道路整備課】

◆生活幹線道路の整備・強化【道路整備課】

◆安全な自転車利用の環境整備推進【道路管理課】

施策展開

2 省エネルギー対策の促進

3 自動車交通対策の推進

二酸化炭素の部門別排出量の割合
〔H25(2013)年度〕

県内

全国
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